
炭化水素資化性酵母の変敗油に対する挙動
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　精米を行う際にとれる副産物の米ヌカより抽出して得られる糠油は，その生産量が相当多量

であるにも拘らず変敗し易すさの為に現在の所，優秀な食用油脂とはなっていない。

　筆者等は，米糠油の性状を再検討すると共に，先に報告した炭化水素骨化性酵母KY－11株

を用いて，米糠油を炭素源とする培地に増殖し得るかどうか即ち，ヌカ油を資化し得るかどう

か，そして又，本塁はヌカ油にどの様な影響を及ぼすものであるかを検討し，ヌカ油を酵母菌

体の一成分として，再利用できる事の可能性を見い出し，若干の知見を得たので報告する。

実　験　の　部

1　実　験　方　法

　（1）ヌカ油の精製

　精米の際得られる米ヌカを，常法の如く，ソックスレー油脂抽出器にて，抽出し，無水硫酸

ナトリウムで水分を除去した後，エーテルを減圧下で留去して供試品となした。

　（2）KY－11株の分離と同定

　この研究に用いたKY－11株の分離と同定については既報の如く行い，本菌はcryPtococc－

aceaeに属するcandidaと推定している。

　（3）KY－11株の培養

　第1表の培地50　nttを500㎡平底フラスコに分注し，ヌ門田2　neを添加後，常法の如く殺菌

し，KY－11をstock　cultureから1白金耳とって滅菌水に懸濁し，これを3白金耳移植後，

30。Cにて，振塗培養を行った。尚，振螢による各種の変化を見る為，菌のみ移植せず，他は

同一条件で振盈し，対照用に供した。
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　　第1表培養基の組成
NH4NO3　・・…一・・・・・…

KH2PO4　・・一・・・・・・・…

MgSO4　．　7H20・・・・・…

Tween－20　・・・・・・・・・・・…

Tapwater　・・・・・・・・・・・…

pH・・・・・…　．．．．．．．．．．．．．．．．．

・一一一・一一一一一・　s．　o　g

一一一一一一・一一一 @2．　5　g

一一・一・一一一・一・一　1．　o　g

＋一一・・一・・一・・一一・ @o．　s　g

・一…一・一一…一・　1．　0　t

一・・・・… @一・一一一一一・　5．　0

　（4）菌体の測定

　30。Cで所定の時間，往復動の振盟培養をした後，培養液を，菌体収：量測定用遠心沈澱管に

移し，1分間3，500回転にて10分間遠心分離し，沈澱したところの菌体量を読みとった。

　（5）培養液中の残留油脂の抽出

　培養液について前記の如く，遠心分離し，雪叩分離の後，上澄液を分液ロートにとり，エー

テルを加えて，油脂を移行させ，エーテル層を分離し，無水芒硝を加えて，一夜放置脱水の

後，真空下にエーテル留去し，各種の試料に供した。

　（6）培養液水層部pHの測定

　分液ロートにて分離した水層部について，常法の如くpHを測定した。

　（7）油脂性状の検討

　培養基に供する以前のヌ学理について，酸価（A．V．）過酸化物価（P．O．V．）ケン化価

（S．V．）ヨーソ素価（1．V．）不ケン化物含有量等を常法の如くして，求めると共に第1図の如

　　　　　　　　　　　第1図　混合脂肪酸の調製法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油脂約29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　IN－KOHエタノール溶液20㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エタノール留去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　水50～100ntt添加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エーテル50㎡添加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　，
　　上層エーテル層
　　　　　，
　　5㎡の水で洗浄
　　　　　1
無水硫酸ナトリウム添加
　　　　脱水
　　　　　1
　　エーテル留去
　　　　　，
　　不ケン化物

　　　　　，
　　　下層水溶液
エーテルを洗った液と合す
　　　　　・
　　dil　Hclで酸性
　　　　　・
　　　エーテル添加
　　　　　　’

　　　　　，
　　　エーテル層
　　　　　，
　洗液が酸性を示さ
　なくなるまで洗浄
　　　　　s
無水硫酸ナトリウム添加

　　　　脱水
　　　　　，
　　　エーテル留去
　　　　　・
　　　　脂肪酸
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く，ケン化して後，脂肪酸エチルエステルを得，それについてガスクロマトグラフィーによっ

て，ヌカ油の性状を見た。一方KY－11株のヌカ油に及ぼす影響をみる為に，移植した培地

と，無i移植対照用培地を48時間謡曲し，これより抽出した油2種について，過酸価物価（P．

0．V．）酸価（A．V，）を測定し，上記のヌカ油性状の測定と同様にケン化し，エステル合成

の後，それぞれについて，薄層クロマトグラフィーによって，培養による影響を比較検討した

　薄層クロマトグラフィーに於ては，薄層クロマトグラフィー用シリカゲル（和光純薬）に20

％の焼石膏を混入し，純水を2倍量加えて，厚さ0．25ntntのプレートを作り，120。Cで2時閻，

活性化させて吸着剤となし，展開剤，石油エーテル：エーテル：サクサン（80：20：2）を用

い発色剤としては，50％H2SO4So1を噴霧してSpotを検出した。

E　実　験　結　果

1．　ヌカ油の性状

　（1）各種の測定値

スカ油の性状について測定した結果は第2表の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　第2表　ヌカ油の諸特数

“igg
ヌ カ 由評

酸　　価（A．V．）1

過酸化物価（P．0．V．）
　　　　　　meq／kg

ヨーソ価（LV．）

ケ・化価（s・v・刈

　　　　　　　　　　　不ケン化物含量1
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　（2）ガスクロマトグラフィーによる性状の検討

　ヌカ油より得られた混合脂肪酸エチルエステルに

ついてガスクロマトグラフィーを行った結果は第

2図の如くである。
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2．本菌生育の経時的推移

24時間毎に於ける菌体収量は第3図の如くである。

　　　　　m
　　　　　O．4

皿囲　0・3

葦0．2

O．1

　　　　　　　　　　　24　48　72　g6　120　144　16s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間

　　　　　　　　　　　　　第3図　KY－11菌体収量の経時的推移

　3．培養による油脂性状の変化

　　（1）酸価及び，過酸化物価の変化

　殺菌前のヌカ油と，48時間しんとう培養及び対照用について，その油の性状を比較した結果

は第3表にみられる如くであり，それぞれの差を示したのが第4図である。

　　　　　　　　　　　　第3表　培養による油脂性状の測定結果

殺菌前のヌカ油

移植振出後のヌカ油

無移植振盈後のヌカ油

p．o．v．
　　meq／kg
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　第4図
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　　　　　　［＝＝＝］無移植

培養によるヌカ油のA．V．及びP．0．V．の推移
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　　（2）薄層クロマトグラフィーによる検討

　48時間，振盈培養によって得られた脂肪酸エチルエステルと無移植対照用油脂の脂肪酸エチ

ルエステルについて薄層クロマトグラフィーを行った結果は第5図の如くである。

1．0

O．5

　　　層　　　　8

黶@畠

@　　‘　　　　●
@　　●　　　　　　　●

@　　●　　　　　6

●　　　　　　　　　●
b　　　　　　　　S

第5図　TLCによる培養結果の比

　　　　較

　　C……対照用　　S……試料

　吸着剤　TLC用シリカゲル

　　　　　（焼石コウ20％混入）

　展開剤　石油エーテル：エーテル

　　　　　：酢酸

　　　　80：30：　2

　呈色50％硫酸Sol

　（3）培養液水層部pHの推移

水層部pHの培養による経時的変化は，第6図の如くである。
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　　第6図　培養液水層部pHの経時的推移
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考 察

　1，糠油の脂肪酸組成は，ガスクロマトグラムにみる如く，オレイン酸が多く，次いでリノ

ール酸，パルシチン酸，ステアリン転意が含まれていることは文献とほぼ一致している。酸価

がリパーゼの作用及び変敗で異常に大きな値を示すことは論を侯たないが，そのほか過酸化物

価の大きな値とともに，この油の特性を形成している。しかし，この油を炭素源とする培地に

炭化水素資化性酵母KY－11を移植すると非常によく増殖し，48時間から136時間にわたって

毎日，同量の自体収量となっていることは，他の油について行った場合と異なった傾向であり

利用度が非常によいことを物語っている。変敗した資源である糠油を，優秀な栄養成分をもっ

た酵母菌体として回収し食用化することの可能性は頗る容易であり，有利なことであると考え

る。

　2．糠油を唯一の炭素源とする培地にKY－11を移植し，しんとう培養したために糠油の受

ける性状の変化は，かなり大きなものであるが，その酸価及び過酸化物価について，菌の与え

た影響をみるに，酸化は，しんとう培養という物理的操作によって経時的に頗る大きくなる

が，菌はむしろ酸価を小さくするように作用している。即ちKY－11株は，しんとう培養とい

う操作によってますます酸敗する糠油の生成した脂肪酸などを逆に利用し，これをたべてゆく

か或いはこれを揮発性の物質に変えてゆくものと見倣せる。そのことは薄層クロマトグラフィ

ーの結果からも明らかであり，第5図のコントロールとサンプル両者について比較すると，菌

を入れないでしんとうしたCのスポットと，菌を移植してしんとうしたSのスポットの間には

差がみられ特にSの方はスポットが，1っ消えてしまっている。そのスポットは，脂肪酸を示

すものであり，菌がこの脂肪酸を資化するか，他の物質に変えてしまったことがうかがえる。

なお過酸化物価についても同様で，しんとうによって経時的に増大する過酸化物を菌は利用し

ているものと見倣せる。

　3，培地水層部のpHは第7図に見る如く，2，2に下ったまま変化していない。これを第3図

の菌の増殖状況と考えあわすとき，本妻は水層部が相当低いpHになってもよく耐えて増殖す

るかの如くに見えるが，むしろ，生育困難なpH下でも不断に補充される脂肪酸など栄養素が

豊富に生成されるために，生育を続けたもので若しpHを最適の状態に調節すれば，更に格段

の増殖を示すのではないかと推定される。水層部のpHが培養開始の後，48時間以内に急激に

低下し，そして低下したままの状態を保っていることは，水溶性の低級脂肪酸とか有機酸が急

激に生成され，水層部に溶けてゆくためではないかとも推定される。これも糠油の変敗のしゃ

すさを物語るものであり，その為にこそ，KY－11によく利用されるとも考えられる。
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要 約

　精米によって副産物であるところの糠から得られる糠油は，前記の如く優秀な食用油として

は望めないかが，この糠油を唯一の炭素源として炭化水素資化性酵母KY－11を培養したとこ

ろ著明な増殖をみた。これは糠油を優秀な栄養素に富む酵母菌体として再利用できることの可

能性を示すものである。KY－11株は，しんとう培養中，酸敗する油の酸価を減少させ遊離の

脂肪酸を利用するものと思われる。なお過酸化物をも消費して過酸化物価を減少させる。培地

水層部のpHが著しく低下するが，これはしんとうによる酸敗の結果及び菌の代謝産物等によ

って水溶性の酸が生成したものと思われる。このように菌は培地に対して諸種の影響を与えて

いる。

本稿を終るにあたり，終始懇心に御指導いただいた本学助教授小原国彦先生に，深甚の敬意

を表します。
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